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平成２３年                 
        飯塚市議会会議録第３号    
第 ２ 回                 

 

 平成２３年５月２３日（月曜日） 午前１０時００分開議 

 

○議事日程 

 

日程第８日     ５月２３日（月曜日） 

 

第１ 総務委員長報告（質疑、討論、採決） 

１ 議案第３９号 専決処分の承認（平成２２年度飯塚市一般会計補正予算（第６号）） 

２ 議案第４０号 専決処分の承認（平成２３年度飯塚市一般会計補正予算（第１号）） 

第２ 厚生委員長報告（質疑、討論、採決） 

  １ 議案第４２号 専決処分の承認（飯塚市国民健康保険税条例の一部を改正する条 

例） 

２ 議案第４３号 専決処分の承認（飯塚市国民健康保険条例の一部を改正する条例） 

第３ 市民文教委員長報告（質疑、討論、採決） 

  １ 議案第４４号 専決処分の承認（支払督促申立てに対する異議申立て（学校給食 

費請求事件）） 

２ 議案第４５号 専決処分の承認（支払督促申立てに対する異議申立て（学校給食 

費請求事件）） 

３ 議案第４６号 専決処分の承認（支払督促申立てに対する異議申立て（学校給食 

費請求事件）） 

４ 議案第４７号 専決処分の承認（支払督促申立てに対する異議申立て（学校給食 

費請求事件）） 

５ 議案第４８号 専決処分の承認（支払督促申立てに対する異議申立て（学校給食 

費請求事件）） 

第４ 経済建設委員長報告（質疑、討論、採決） 

  １ 議案第３８号 損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解（市道上の人身傷 

害事故） 

  ２ 議案第４１号 専決処分の承認（平成２３年度飯塚市下水道事業会計補正予算（第 

１号）） 

第５ 教育委員会委員の就任あいさつ 

第６ 報告事項の説明、質疑 

１ 報告第５号 専決処分の報告（車両損傷事故に係る損害賠償の額を定めること及 

びこれに伴う和解） 

２ 報告第６号 専決処分の報告（交通事故に係る損害賠償の額を定めること及びこ 

れに伴う和解） 

３ 報告第７号 専決処分の報告（市営住宅の管理上必要な訴えの提起） 

第７ 署名議員の指名 

第８ 閉 会 

 

○会議に付した事件 
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第１ 総務委員長報告（質疑、討論、採決） 

１ 議案第３９号 専決処分の承認（平成２２年度飯塚市一般会計補正予算（第６号）） 

２ 議案第４０号 専決処分の承認（平成２３年度飯塚市一般会計補正予算（第１号）） 

第２ 厚生委員長報告（質疑、討論、採決） 

  １ 議案第４２号 専決処分の承認（飯塚市国民健康保険税条例の一部を改正する条 

例） 

２ 議案第４３号 専決処分の承認（飯塚市国民健康保険条例の一部を改正する条例） 

第３ 市民文教委員長報告（質疑、討論、採決） 

  １ 議案第４４号 専決処分の承認（支払督促申立てに対する異議申立て（学校給食 

費請求事件）） 

２ 議案第４５号 専決処分の承認（支払督促申立てに対する異議申立て（学校給食 

費請求事件）） 

３ 議案第４６号 専決処分の承認（支払督促申立てに対する異議申立て（学校給食 

費請求事件）） 

４ 議案第４７号 専決処分の承認（支払督促申立てに対する異議申立て（学校給食 

費請求事件）） 

５ 議案第４８号 専決処分の承認（支払督促申立てに対する異議申立て（学校給食 

費請求事件）） 

第４ 経済建設委員長報告（質疑、討論、採決） 

  １ 議案第３８号 損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解（市道上の人身傷 

害事故） 

  ２ 議案第４１号 専決処分の承認（平成２３年度飯塚市下水道事業会計補正予算（第 

１号）） 

第５ 議会運営委員会の閉会中の継続審査事件について 

第６ 各常任委員会の閉会中の継続審査事件について 

第７ 教育委員会委員の就任あいさつ 

第８ 報告事項の説明、質疑 

１ 報告第５号 専決処分の報告（車両損傷事故に係る損害賠償の額を定めること及 

びこれに伴う和解） 

２ 報告第６号 専決処分の報告（交通事故に係る損害賠償の額を定めること及びこ 

れに伴う和解） 

３ 報告第７号 専決処分の報告（市営住宅の管理上必要な訴えの提起） 

第９ 署名議員の指名 

第 10 閉 会 

 

○議長（兼本鉄夫） 

これより本会議を開きます。総務委員会に付託していました「議案第３９号」および

「議案第４０号」、以上２件を一括議題といたします。総務委員長の報告を求めます。

１６番 上野伸五議員。 

○１６番（上野伸五） 

総務委員会に付託を受けました議案２件について、審査した結果を報告いたします。 

「議案第３９号 専決処分の承認（平成２２年度 飯塚市一般会計補正予算（第

６号））」については、執行部から補正予算書に基づき補足説明を受け、種々審査いたし
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ました。 

その質疑応答の主なものとして、地域活性化・住民生活に光をそそぐ交付金の追加交付

が決定された時点で、補正予算についてどのような検討をしたのかということについては、

市として交付金の趣旨にそった、図書館整備という知の地域づくりを考えていたため、今

回それについての補正を行った。また、この交付金が交付されたことによる余剰財源を将

来の公債に備えるため減債基金の積み立てを行ったという答弁であります。 

次に、財政調整基金に交付金を積み立てず、減債基金に積み立てた理由は何かというこ

とについては、現在、本市では合併特例債を活用した事業に取り組んでおり、償還時の公

債費に備えるため減債基金に積み立てたものであるという答弁であります。以上のような

審査の結果、本案については、承認すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第４０号 専決処分の承認（平成２３年度飯塚市一般会計補正予算（第

１号））」については、執行部から補正予算書に基づき補足説明を受け、種々審査いたし

ました。その質疑応答の主なものとして、国庫補助金の返還金に生じた加算金の額はいく

らになるのかということについては、一般会計では約１３１万円、下水道事業会計では

１０３万１千円の加算金が生じているという答弁であります。 

この答弁を受け、本来、支出する必要のない２３４万円の加算金という無駄遣いは、苦

労して納税している人たちのためにやってはならないことである。このことに関してどの

ように考えているのかということについては、市長より職員に対し、補助金執行の適正化

について万全を期すように通知しており、しっかりと意識を持って事業を進めていきたい

と考えているという答弁であります。以上のような審査の結果、本案については、承認す

べきものと決定いたしました。 

以上をもちまして、審査結果の報告を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

総務委員長の報告に対して、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。討論はありませんか。４番 宮嶋つや子議員。 

○４番（宮嶋つや子） 

おはようございます。日本共産党の宮嶋つや子です。私はただいま行われました総務委

員長報告のうち、「議案第４０号 専決処分の承認（平成２３年度飯塚市一般会計補正予

算（第１号））」について賛成討論を行います。 

今回の補正は、国土交通省の補助事業に関する会計検査において厳しく指摘を受けた補

助金額について、返還金及び加算金を計上するものです。不正に受け取った補助金を飯塚

市が返すのは当然であり、今回、補正そのものは認めるものですが、２つの問題について

指摘しておきます。 

第１は、２００３年から６年間にわたり物品を架空発注して、支払金を納入業者にプー

ルさせる「預け」、また、業者に事実とは異なる請求書を提出させて、契約した物品とは

異なる物品を納入させる「差し替え」など合わせて１千万円もの不正経理が行われていた

ものです。会計処理原則に違反したばかりか、取引業者にニセの請求書や領収書の発行を

強要したものであり、市民の信用失墜は極めて重大です。 

第２は、指摘を受けた国庫補助金３５３万円に対し、加算金として１３１万円の支払い

には税金が投入されています。齊藤市長は就任から５年、市財政が厳しいからと言って、

ごみ袋を値上げし、高すぎる国民健康保険税を押しつけてきました。市民は、行財政改革

とは何だったのかと怒りの声をあげています。歴代の市長はじめ、副市長、財務部長ほか
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厳しく襟を正すべきです。以上で私の討論を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

 他に討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。「議案第３９号 専決処分の承認（平成２２年度 飯塚市一般会計補

正予算（第６号））」及び「議案第４０号 専決処分の承認（平成２３年度 飯塚市一般

会計補正予算（第１号））」、以上２件の委員長報告は、いずれも承認であります。 

委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、本案２件はいずれも委員長報告のとおり承認されまし

た。 

厚生委員会に付託していました「議案第４２号」および「議案第４３号」、以上２件を、

一括議題といたします。厚生委員長の報告を求めます。１３番 田中裕二議員。 

○１３番（田中裕二） 

厚生委員会に付託を受けました議案２件について、審査した結果を報告いたします。 

「議案第４２号 専決処分の承認（飯塚市国民健康保険税条例の一部を改正する条

例）」及び「議案第４３号 専決処分の承認（飯塚市国民健康保険条例の一部を改正する

条例）」以上２件については、それぞれ執行部から議案書に基づき、補足説明を受け、審

査した結果、いずれも承認すべきものと決定いたしました。 

以上をもちまして、審査結果の報告を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

厚生委員長の報告に対して、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。討論はありませんか。４番 宮嶋つや子議員。 

○４番（宮嶋つや子） 

日本共産党の宮嶋つや子です。私は、ただいまの厚生委員長報告のうち、「議案第

４２号 専決処分の承認（飯塚市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）」について

反対討論を行います。 

国民健康保険税の上限を医療費は５０万円から５１万円に、後期高齢者支援金分は、

１３万円から１４万円に、さらに、介護保険納付金が１０万円から１２万円に合わせて

４万円の引き上げになります。試算によると医療費分は３３２世帯で、後期高齢者分は

３１９世帯、介護保険分が３２８世帯に影響が出ると言われておりますが、この方たちは、

高額所得者の方でしょうか。生活にゆとりのある方でしょうか。昨年も医療費分と後期高

齢者分、合わせて４万円の引き上げが行われたばかりで収入は増えないのに税金はどんど

んふえ続けています。試算では合計で１１５９万円というふうに聞いておりますが、国の

法律で決まったからと、何の市民への説明もないまま専決処分というやり方は改めるべき

です。無駄を削ればこの１１５９万円ぐらいのお金は繰り入れられるのではないでしょう

か。以上、私の討論を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

 他に討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 
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採決いたします。議題中、「議案第４２号 専決処分の承認(飯塚市国民健康保険税条

例の一部を改正する条例)」の委員長報告は、承認であります。委員長報告のとおり決す

ることに賛成の議員は、ご起立願います。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり承認されました。 

次に、「議案第４３号 専決処分の承認(飯塚市国民健康保険条例の一部を改正する条

例)」の委員長報告は、承認であります。委員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり承認されました。 

市民文教委員会に付託していました「議案第４４号」から「議案第４８号」までの５件

を一括議題といたします。市民文教委員長の報告を求めます。２８番 坂平末雄議員。 

○２８番（坂平末雄） 

市民文教委員会に付託を受けました議案５件について、審査した結果を報告いたします。

「議案第４４号 専決処分の承認(支払督促申立てに対する異議申立て(学校給食費請求事

件))」から「議案第４８号 専決処分の承認(支払督促申立てに対する異議申立て(学校給

食費請求事件))」までの５件については一括議題とし、執行部から議案書に基づき、補足

説明を受け、種々審査いたしました。 

その質疑応答の主なものとして、給食費の滞納に対してどのような対応を行っているの

かということについては、３カ月を超える滞納者に対して電話等による相談や催告をして

いる。それでも返答のない者のうち、概ね滞納期間が１０カ月、もしくは滞納額が１０万

円を超える者に対しては、裁判所において支払い督促の申立てを行っているという答弁で

あります。 

この答弁を受けて、少額でも滞納があれば相手方に連絡をして、額が大きくなってしま

わないような対応をして欲しいという要望が出されました。以上のような審査の結果、本

案５件については、いずれも承認すべきものと決定いたしました。 

以上をもちまして、審査結果の報告を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

市民文教委員長の報告に対して質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。議題中、「議案第４４号 専決処分の承認(支払督促申立てに対する

異議申立て(学校給食費請求事件))」の委員長報告は、承認であります。委員長報告のと

おり決することに賛成の議員は、ご起立願います。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり承認されました。 

次に、「議案第４５号 専決処分の承認(支払督促申立てに対する異議申立て(学校給食

費請求事件))」の委員長報告は、承認であります。委員長報告のとおり決することに賛成

の議員は、ご起立願います。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり承認されました。 
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次に、「議案第４６号 専決処分の承認(支払督促申立てに対する異議申立て(学校給食

費請求事件))」の委員長報告は、承認であります。委員長報告のとおり決することに賛成

の議員は、ご起立願います。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり承認されました。 

次に、「議案第４７号 専決処分の承認(支払督促申立てに対する異議申立て(学校給食

費請求事件))」の委員長報告は、承認であります。委員長報告のとおり決することに賛成

の議員は、ご起立願います。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり承認されました。 

次に、「議案第４８号 専決処分の承認(支払督促申立てに対する異議申立て(学校給食

費請求事件))」の委員長報告は、承認であります。委員長報告のとおり決することに賛成

の議員は、ご起立願います。 

（ 起 立 ） 

賛成多数。よって、本案は委員長報告のとおり承認されました。 

経済建設委員会に付託していました「議案第３８号」および「議案第４１号」、以上

２件を一括議題といたします。経済建設委員長の報告を求めます。５番 平山 悟議員。 

○５番（平山 悟） 

経済建設委員会に付託を受けました議案２件について、審査した結果を報告いたします。

「議案第３８号 損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解（市道上の人身傷害事

故）」については、執行部から議案書に基づき補足説明を受け、種々審査いたしました。 

その質疑応答の主なものとして、今回の事故は汚水ますのふたが何らかの理由でずれて

しまい、ふたが反転したことによるものであるという説明だが、事故の防止策をどのよう

に考えているのかということについては、現在はふたが容易に外れないよう、汚水ます等

を設置しているところであるが、今後は設置箇所の点検・確認作業を十分に行い、事故の

防止に努めたいという答弁であります。以上のような審査の結果、本案については、原案

どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第４１号 専決処分の承認（平成２３年度飯塚市下水道事業会計補正予算

（第１号））」については、執行部から補正予算書に基づき補足説明を受け、審査した結

果、本案については承認すべきものと決定いたしました。 

以上をもちまして、審査結果の報告を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

経済建設委員長の報告に対して、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を許します。討論はありませんか。４番 宮嶋つや子議員。 

○４番（宮嶋つや子） 

日本共産党の宮嶋つや子です。私はただいま行われました経済建設委員長の報告のうち、

「議案第４１号 専決処分の承認（平成２３年度飯塚市下水道事業会計補正予算（第

１号））」について、賛成討論を行います。 

議案第４０号と同様に、国土交通省の補助事業で指摘を受けた国庫補助金額の確定に伴

い、返還金及び加算金を計上するものです。返還額は２１２万円、これに係る加算金は

１０３万円です。不適正な補助金を返還するのは当然ですが、総務委員長報告のときに述

べたように、会計処理原則違反、市民の信用失墜、反省が見られないことなどを厳しく指

摘しておきます。以上で私の討論を終わります。 
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○議長（兼本鉄夫） 

他に討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。議題中、「議案第３８号 損害賠償の額を定めること及びこれに伴う

和解（市道上の人身傷害事故）」の委員長報告は、原案可決であります。委員長報告のと

おり決することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は、委員長報告のとおり原案可決されました。 

次に、「議案第４１号 専決処分の承認（平成２３年度 飯塚市 下水道事業会計補正予

算（第１号））」の委員長報告は、承認であります。委員長報告のとおり決することに、

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は委員長報告のとおり承認されました。 

議会運営委員会から、閉会中の継続審査事件について申し出があっております。 

お諮りいたします。議会運営委員会の閉会中の継続審査事件についてを急施事件と認め、

この際、日程に追加し、ただちに議題といたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、議会運営委員会の閉会中の継続審査事件についてを、

急施事件と認め、日程に追加し、ただちに議題とすることに決定いたしました。 

議会運営委員会の閉会中の継続審査事件についてを議題といたします。 

お諮りいたします。「議会の運営について」、「議会の会議規則・委員会に関する条例

等について」及び、「議長の諮問について」、以上３件を閉会中の継続審査として議会運

営委員会に付託し、調査期間は、議員の任期満了までといたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、「議会の運営について」、「議会の会議規則・委員会

に関する条例等について」及び、「議長の諮問について」、以上３件を、閉会中の継続審

査として議会運営委員会に付託し、調査期間は議員の任期満了までとすることに決定いた

しました。 

各常任委員会から閉会中の継続審査事件について申し出があっております。 

お諮りいたします。各常任委員会の閉会中の継続審査事件についてを急施事件と認め、

この際、日程に追加し、ただちに議題といたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、「各常任委員会の閉会中の継続審査事件」についてを

急施事件と認め、日程に追加し、ただちに議題とすることに決定いたしました。 

各常任委員会の閉会中の継続審査事件についてを議題といたします。 

お諮りいたします。「所管事務の調査について」を閉会中の継続審査として各常任委員

会に付託し、調査期間は次期定例会までといたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。よって、「所管事務の調査について」を閉会中の継続審査とし
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て各常任委員会に付託し、調査期間は、次期定例会までとすることに決定いたしました。 

５月１７日の本会議において教育委員への選任に同意いたしました髙石双樹さんからあ

いさつをしたい旨の申し出があっておりますので、これをお受けいたします。髙石双樹さ

ん。 

○教育委員会委員（髙石双樹） 

 失礼いたします。皆様のご同意によりまして飯塚市教育委員会委員に就任いたしました、

髙石双樹と申します。好きな言葉はサラリーマン川柳という本の中から見つけました、

「前向きで駐車場に励まされ」というものです。もうひとつは、ドイツの元ヴァイツゼッ

カーという大統領が、「過去に眼を閉ざすものは、結局のところ現在においても盲目とな

る。」ドイツの降伏４０年の記念の演説の一説です。先輩方が築いてくださいました足跡

に学ばせていただきながら、現在を見据えて、未来の飯塚市を担ってくれる子どもたちを

創造できればと思っております。よろしくご指導くださいますようにお願い申し上げまし

てご挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（兼本鉄夫） 

 「報告第５号 専決処分の報告（車両損傷事故に係る損害賠償の額を定めること及びこ

れに伴う和解)」についての報告を求めます。農業土木課長。 

○農業土木課長（矢野周二） 

「報告第５号 専決処分の報告（車両損傷事故に係る損害賠償の額を定めること及びこ

れに伴う和解）」につきまして報告申し上げます。 

 この報告は、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、専決処分を行いましたので、

同条第２項の規定に基づき、報告を行うものでございます。 

 議案書の１８ページをお願いします。本件の事故は、平成２２年１２月２９日、水曜日、 

午前１０時３０分頃、柏の森地内の市道「芳雄団地１号線」の中央に敷設している、用水

路井堰の管理用鉄蓋の上を相手方車両が走行したところ、蓋が跳ね上がり、車に接触致し、

後部バンパーなどを損傷させたものでございます。事故によります市の過失は、１００％

で示談が成立しており、相手方車両の損害賠償額は修理費用額として１４万５４６５円と

なっております。今後はこのような事故が起きないよう、用排水路の点検を行い、さらに

気をつけてまいりたいと思います。 

以上、簡単でございますが、報告を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

「報告第６号 専決処分の報告（交通事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに

伴う和解)」についての報告を求めます。高齢者支援課長。 

○高齢者支援課長（金子慎輔） 

 「報告第６号 交通事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解」につい

てご報告いたします。この報告は、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき専決処分

をしましたので、同条第２項の規定により報告をするものです。 

 平成２３年３月３日、午後１時５５分頃、高齢者支援課職員が事務調整のため訪問した

嘉麻市内の事業所での業務を終え、帰路の途中に対向車線を走行中の２台の車両にセン

ターラインを超えて接触及び衝突したものです。損害の状況は、衝突した車両は車両前方

部が大破したため車両全損、市側は車両全損で、人身傷害はありません。事故の原因は、

職員の前方不注意による運転操作の誤りによるものです。市側の１０割の過失で示談する
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こととし、相手方に４２万１９１円を支払うものです。なお、接触した相手方の車両は損

傷が軽微のため賠償を請求されておりません。普段から、安全運転に心がけるように指導

していますが、今後は更に安全運転への意識向上への指導をしてまいります。 

以上、簡単でございますが、報告を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

「報告第７号 専決処分の報告（市営住宅の管理上必要な訴えの提起)」についての報

告を求めます。建築住宅課長。 

○建築住宅課長（須藤重広） 

報告第７号について、ご報告申し上げます。議案書の２２ページをお願いします。地方

自治法第１８０条第１項の規定に基づき、市営住宅の管理上必要な訴えの提起について専

決処分をしましたので、同条第２項の規定によりご報告申し上げます。 

事件の概要に記載されている７名の者は、文書による督促や催告、個別訪問による納入

指導に従わないほか、分割納入にも応じず誠意を示さない者であります。さらに訴訟提起

前に和解のための呼び出しを行いましたが、それにも応じないため、公営住宅法第３２条

及び飯塚市市営住宅条例第４３条の規定により、悪質滞納者として、住宅の明け渡しを求

め、福岡地方裁判所飯塚支部に訴訟を提起したものです。今後も引き続き、支払いに対し

誠意を示さない悪質滞納者につきましては、公正・公平性の観点からも、厳正に法的措置

を行い、適正化に努めてまいります。 

以上、簡単でございますが、報告を終わります。 

○議長（兼本鉄夫） 

報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

署名議員を指名いたします。３番 八児雄二議員、２８番 坂平末雄議員。 

以上をもちまして、本臨時会の議事日程の全部を終了いたしましたので、これをもちま

して平成２３年第２回飯塚市議会臨時会を閉会いたします。 

大変長い間、おつかれさまでした。 

 

午前１０時３１分 閉会 
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